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市
政
功
労
者
表
彰
式 

 

８
月
３
日
（
日
）、
総
合
会
館
で
「
市
政
功
労
者
表
彰
式
」

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
、
様
々
な
分
野
で
市
政

発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
た
49
名
の
方
々
に
対
し
、
表
彰
状
授
与

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

平
野
地
区
か
ら
は
、
次
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

ス
ポ
ー
ツ
功
労 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
： 

赤
川 

安
子
様
（
殿
山
町
） 

ス
ポ
ー
ツ
協
会
理
事
： 

西
川 

教
夫
様
（
松
山
） 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
理
事
： 

竹
内 

和
夫
様
（
東
平
） 

 

社
会
奉
仕
功
労 

花
い
っ
ぱ
い
推
進
員
： 

郷
地 

兼
松
様
（
沢
口
町
） 

こ
の
度
の
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
、
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

こ
の
ゆ
び
と
～
ま
れ
！
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

み
ん
な
で
た
の
し
く
あ
そ
ぼ
う 

８
月
22
日
（
金
）
、
北
地
区
体
育
館
で
０
歳
～
未
就
学
児

の
親
子
を
対
象
と
し
た
、
「
第
22
回
こ
の
ゆ
び
と
～
ま
れ
！

フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５ 

み
ん
な
で
た
の
し
く
あ
そ
ぼ
う
」
が

北
地
区
体
育
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
地
域
の
親
子
お
よ
そ

400
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
や
輪
投

げ
、
玉
入
れ
な
ど
の
遊
び
コ
ー
ナ
ー
が
並
び
、
中
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
人
形
劇
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

    

こ
ど
も
た
ち
は
夢
中
に
な
っ
て
遊
び
、
笑
い
声
や
拍
手
で

会
場
は
終
始
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
と
く

に
未
就
学
の
こ
ど
も
た
ち
が
、
家
族
と
一
緒
に
の
び
の
び
と

楽
し
む
姿
が
印
象
的
で
し
た
。 

本
イ
ベ
ン
ト
は
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
実
現
し

た
も
の
で
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
団
体
と
、
実
行
委
員
会

の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

         「第
40
回
平
野
地
区
市
民
体
育
祭
」の
お
知
ら
せ 

と 
 

き 

10
月
５
日
（
日
） 

 

場 
 

所 

松
山
第
二
小
学
校 

 

開 

会 

式 

午
前
９
時 

閉 

会 

式 

午
前
11
時
45
分 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
９
月
号
参
照 

 

※
今
年
も
お
楽
し
み
抽
選
会
が
あ
り
ま
す
。 

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
で
す
。 

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

    市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

★
10
月
ウ
ォ
ー
ク 

〇
坂
戸
：
島
田
橋
コ
ー
ス
（
約
８
キ
ロ
） 

 

と 
 

き 

10
月
７
日
（
火
） 

 

集
合
場
所 

高
坂
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

 

受
付
時
間 

午
前
８
時
30
分 

コ 

ー 

ス 

高
坂
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
～
島
田
橋
～
坂
戸

市
民
運
動
公
園
～
高
坂
市
民
活
動
セ
ン 

タ
ー 

★
11
月
ウ
ォ
ー
ク 

 

〇
岩
鼻
運
動
公
園
コ
ー
ス
（
約
６
キ
ロ
） 

 

と 
 

き 

11
月
15
日
（
土
） 

 

集
合
場
所 

平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

 

受
付
時
間 

午
前
８
時
30
分 

コ 

ー 

ス 

平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
～
滑
川
・
市
野
川 

～
岩
鼻
運
動
公
園
～
平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ 

ー 

ハ
ー
フ
苗
の
配
付
に
つ
い
て 

10
月
８
日
（
水
）
秋
の
ハ
ー
フ
苗
を
各
自
治
会
に
配
布

予
定
で
す
。
今
回
は
、
パ
ン
ジ
ー
、
ス
ト
ッ
ク
、
マ
リ
ー
ゴ

ー
ル
ド
、
コ
リ
ウ
ス
、
ク
リ
サ
ン
セ
マ
ム
等
で
、
花
い
っ
ぱ

い
推
進
員
の
皆
さ
ま
を
中
心
と
し
て
各
自
治
会
花
壇
に
定
植

さ
れ
ま
す
。
日
ご
ろ
よ
り
花
壇
の
整
備
、
除
草
、
水
や
り
な

ど
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
後
も
花
の
管
理
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

た
よ
り 

令
和
七
年
十
月
一
日
発
行 

平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

第
三
七
一
号
☎
二
五
―
二
二
二
〇 

▼
平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
業
務
（
申
請
・
交
付
）
を 

行
っ
て
お
り
ま
す
。 

・
住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
（
登
録
カ
ー
ド
が
必
要
）
の
交
付
申
請 

・
戸
籍
謄
本
抄
本
等
の
交
付
申
請 

・
粗
大
ご
み
の
申
請
等 

東松山市公式 

モバイルサイト 

二次元コード 

東松山市公式 

モバイルサイト 

二次元コード 



彩 北 た よ り 

 
「
私
の
ま
ち
の
花
い
っ
ぱ
い
写
真
展
」
に
つ
い
て 

「
私
の
ま
ち
の
花
い
っ
ぱ
い
写 

真
展
」
の
写
真
募
集
期
間
は
10 

月
31
日(
金
）
ま
で
に
、
１
人 

（
１
団
体
）
１
点
で
す
。 

詳
細
は
、
各
自
治
会
掲
示
板 

等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

「
第
48
回
日
本
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
」
に
つ
い
て 

 

参
加
の
事
前
登
録
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
当 

日
の
参
加
登
録
は
可
能
で
す
。
（
当
日
受
付
窓
口
へ
） 

〇
開

催

期

間 
 

 

11
月
１
日(

土
） 

２
日(

日
） 

３
日(

月
・
祝) 

〇
当
日
参
加
費 

１
日
に
つ
き 

大 

人 

１
，
５
０
０
円 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

高
校
生
以
下 

５
０
０
円 

〇
参
加
グ
ッ
ズ 

ゼ
ッ
ケ
ン
、
大
会
１
日
分
の
コ
ー
ス
地
図 

 

※
バ
ッ
ジ
、
記
念
品
、
大
会
誌
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

平
野
地
区
第
30
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会 

「
第
30
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
奮

っ
て
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

と 
 

き 

11
月
13
日
（
木
）
雨
天
決
行 

場 
 

所 

川
越
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
東
・
西
コ
ー
ス
） 

費

 

用 

１
２
，
５
０
０
円
（
昼
食
・
パ
ー
テ
ィ
ー
費
込
） 

参 

加 

費 

１
，
０
０
０
円 

募
集
人
員 

50
名 

対 
 

象 

平
野
地
区
内
に
在
勤
・
在
住
の
方 

締 

切 

日 

10
月
14
日
（
火
） 

競
技
方
法 

後
日
参
加
者
に
資
料
を
配
布 

連 

絡 

先 

事
務
局
： 

有
岡
39-

３
０
１
４ 

０
８
０-

３
６
９
１-

４
７
４
６ 

「
赤
城
神
社
と
獅
子
頭
（
野
田
）
」
に
つ
い
て 

 

野
田
の
赤
城
神
社
は
、
こ
の
地
の
草
分
け
長
谷
部
家
の
先

祖
で
あ
る
右
内
清
信
が
、
文
亀
二
年
（
一
五
○
二
）
に
同
家

の
守
護
神
と
し
て
赤
城
大
明
神
を
奉
斎
し
た
の
に
始
ま
る
と

い
わ
れ
、
や
が
て
永
正
二
年
（
一
五
○
五
）
正
月
に
松
山
城

主
上
田
氏
か
ら
野
田
と
い
う
村
名
を
賜
っ
た
の
を
機
会
に
、

村
人
は
こ
の
社
を
野
田
村
の
鎮
守
と
定
め
て
社
殿
を
再
建

し
、
多
く
の
人
々
か
ら
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い

ま
す
。 

こ
の
社
殿
は
そ
の
後
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
十
二
月

の
覆
屋
建
立
の
際
に
改
修
さ
れ
、
拝
殿
は
安
政
元
年
（
一
八

五
四
）
裏
山
に
雨
乞
池
を
掘
っ
て
の
降
雨
祈
願
の
大
願
成
就

と
し
て
、
翌
年
に
建
立
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
現

在
の
覆
屋
と
拝
殿
は
、
昭
和
三
十
七
年
十
月
に
再
建
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
祭
神
大
己

お

お

な

貴
む
ち
の

命
み
こ
と

・
豊
城
入
彦

と
よ
き
い
り
ひ
こ
の

命
み
こ
と

・
彦
狭

ひ

こ

さ

島
し
ま
の

命
み
こ
と

の
三

柱
で
、
本
殿
の
前
に
は
八
雲
神
社
（
左
側
）
・
菅
原
神
社
（

右
側
）
が
合
祀
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

夏
祭
り
（
天
王
様
）
と
秋
日
待
（
例
祭
）
に
は
、
有
名
な

野
田
の
「
サ
サ
ラ
獅
子
舞
」
が
社
の
舞
庭
で
奉
納
さ
れ
て
い

ま
す
。
（
7
月
14
日
と
10
月
14
日
に
近
い
日
曜
日
） 

 

創
始
当
時
の
獅
子
頭
を
収
め
て
い
た
箱
に
「
寛
永
十
二
亥 

（
一
六
三
五
年
）
六
月
創
始
」
と
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら

390
年
の
歴
史
を
持
つ
獅
子
舞
で
す
。
創
始
者
は
野
田
村
の

長
谷
部
平
兵
衛
福
兼
と
伝
え
ら
れ
、
「
獅
子
元
」
と
呼
ば
れ

る
、
獅
子
頭
を
保
管
し
た
り
、
獅
子
舞
の
中
心
的
な
役
割
を

担
う
家
は
現
在
も
長
谷
部
家
が
務
め
て
い
ま
す
。
本
殿
の
前

に
８
畳
ほ
ど
の
敷
物
を
設
え
、
草
履
を
脱
い
で
白
足
袋
で
舞

う
こ
と
か
ら
「
座
敷
獅
子
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。 

       

 

獅
子
舞
そ
の
も
の
が
東
松
山
市
の
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
で
あ
る
ほ
か
、
「
隠
居
獅
子
」
と
呼
ば
れ
る
先
代
の
獅
子

頭
と
用
具
一
式
が
、
市
内
に
２
件
し
か
な
い
市
指
定
有
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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講
師
詠 

岩
渓 

し
げ 

・
親
し
き
人
会
え
て
今
日
天
高
し 

 
 

小
島 

智
行 

 

・
幼
子
の
あ
ど
け
な
き
顔
か
き
氷 

 
 

小
島 

勉 

・
か
な
か
な
や
か
な
か
な
か
な
と
夕
間
暮
れ 

 
 
 

大
澤 

和
子 

・
見
え
ね
ど
も
ち
ち
ろ
鳴
き
ゐ
る
夕
べ
か
な 

 
 
 

 

柿
田 

和
子 

・
祭
り
あ
と
ベ
ン
チ
に
残
る
コ
ッ
プ
酒 

阿
部
ハ
ツ
ヱ 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 


